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地
域
が
生
み
出
す
〝
街
づ
く
り
〟

　

上
川
町
に
は
「
上
川
の
里
」
と
呼
ば

れ
る
広
大
な
緑
地
が
あ
り
ま
す
。
２
０

０
８
年
、
こ
の
地
に
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
建
設
の
計
画
が
持
ち
上
が
る

と
、
団
結
し
た
地
元
町
会
が
す
ぐ
に
反

対
同
盟
を
結
成
し
、
デ
モ
行
進
も
行
い

ま
し
た
。
結
果
、
地
元
住
民
の
努
力
に

よ
っ
て
業
者
は
建
設
を
断
念
。
２
０
１

１
年
に
は
「
上
川
の
里
特
別
緑
地
保
全

地
区
」
を
管
理
す
る
た
め
に
、
上
川
東

部
・
中
部
・
西
部
各
町
会
に
よ
る
任
意

団
体
「
上
川
の
里
づ
く
り
運
営
委
員

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
母
体

と
し
て
、
２
０
１
８
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
街
づ
く
り
上
川
」
と
な
り
、
緑
地

保
全
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
活
性
化
や

環
境
教
育
事
業
に
も
取
り
組
み
始
め
ま

し
た
。「
こ
こ
は
良
い
と
こ
ろ
で
す
か

ら
ね
。
住
民
に
よ
っ
て
勝
ち
取
っ
た
土

地
を
、
何
と
か
し
て
活
か
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
の

は
、
上
川
中
部
町
会
長
を
務
め
ら
れ

た
高
野
誠
三
さ
ん
。

　

街
づ
く
り
上
川
は
、
上
川
の
里
の

一
角
、「
北
沢
谷
戸
」
を
主
な
活
動

場
所
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
２
０

１
７
年
の
市
制
１
０
０
周
年
に
向
け

て
、
遊
歩
道
や
田
ん
ぼ
、
ト
イ
レ
な

ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
場
所
で
、

会
で
は
北
沢
谷
戸
内
の
緑
地
整
備
の
ほ

か
、
遊
歩
道
の
巡
視
や
ト
イ
レ
清
掃
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
緑

地
保
全
活
動
だ
け
で
な
く
、
町
内
に
新

た
な
働
き
口
を
用
意
し
、
よ
り
多
く
の

人
に
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所

を
提
供
し
よ
う
と
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

会
は
こ
れ
ま
で
町
会
の
有
志
を
中
心

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
９

年
か
ら
正
会
員
と
い
う
形
で
メ
ン
バ
ー

を
募
り
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
町
内
か

ら
の
募
集
に
限
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
広
く
市
民
に
も
呼
び
か
け
て
い
く
そ

う
で
す
。「
こ
れ
か
ら
積
極
的
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る

高
野
さ
ん
。
産
廃
処
分
場
反
対
運
動
か

ら
10
年
を
迎
え
た
今
年
、
上
川
の
里
を

拠
点
と
し
た
市
民
活
動
の
新
た
な
展
開

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市内で活躍する元気な団体・サークル・同好会を紹介するコーナーです。
活動内容やイベント情報など、編集部までお知らせください。

の市民団体紹介

NPO法人　街づくり上川◆活 動 場 所：上川の里（北沢谷戸）
◆問い合わせ：�（654）2200	 �

（事務局長　高野誠三）

▲

山
ゆ
り
植
栽
地
の
整
備
作
業
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なぜ湯殿川か

明治になって変わる民俗～狭間の獅子舞
日本民俗学会会員　佐藤　広

八王子の民俗誌 ９

元・八王子市市史編さん研究協力員　馬場喜信
八王子の原風景 ９

　

多
摩
丘
陵
の
起
点
、
追
分
と
よ
ば
れ
る
小

峰
（
２
４
２
ｍ
）
を
水
源
と
し
、
子
安
丘
陵

と
小
比
企
丘
陵
の
あ
い
だ
を
東
流
し
て
、
市

域
東
端
の
長
沼
町
で
浅
川
に
そ
そ
い
で
い
る

湯
殿
川
。
な
ぜ
こ
の
川
は
、
湯
殿
川
と
呼
ば

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

川
の
名
は
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
流
域
の

地
名
や
地
形
か
ら
自
ず
か
ら
生
ま
れ
、
土
地

の
人
々
に
よ
っ
て
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
、
定
着

し
て
き
た
も
の
だ
。
多
摩
川
、
秋
川
、
浅

川
、
ま
た
、
谷
地
川
、
川
口
川
、
城
山
川
な

ど
、
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
湯

殿
川
の
流
域
に
は
湯
殿
と
い
う
地
名
は
な

く
、
ま
た
湯
殿
＝
湯
の
湧
き
出
る
と
こ
ろ
＝

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
地
形
や
地
点
も
な

い
。
た
だ
湯
殿
川
と
い
う
川
の
名
に
の
み
、

湯
殿
の
名
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
前
回
、

そ
の
由
縁
を
考
え
つ
つ
、
現
在
も
こ
の
流
域

に
立
っ
て
い
る
２
基
の
出
羽
三
山
供
養
塔
に

つ
い
て
触
れ
、
写
真
も
掲
げ
た
。
そ
こ
に
見

た
よ
う
に
、
碑
の
正
面
中
央
に
は
「
湯
殿
山

供
養
塔
」
と
大
き
く
彫
り
込
ま
れ
、
右
に
月

山
、
左
に
羽
黒
山
と
や
や
ひ
か
え
め
に
刻
ま

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
碑
が
刻
ま

れ
た
当
時
、
湯
殿
山
こ
そ
が
、
出
羽
三
山
信

仰
に
お
い
て
中
心
の
位
置
を
し
め
て

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

  

出
羽
三
山
は
、
室
町
時
代
末
期
こ

ろ
ま
で
羽
黒
山
・
月
山
・
葉
山
（
＝

月
山
と
湯
殿
山
と
の
間
に
あ
る
）
を

総
称
し
て
こ
う
呼
び
、
湯
殿
山
は
こ

の
三
山
の
総
奥
院
と
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。
こ
の
湯
殿
山
は
、
山
頂
に
あ

る
熱
湯
の
湧
き
出
る
巨
岩
が
神
体
と

さ
れ
、
源
泉
は
３
ヶ
所
あ
る
。
そ
の

う
ち
頂
か
ら
湧
出
し
て
い
る
の
が
神
体
で
、

左
側
の
源
泉
は
出
湯
大
神
、
右
側
は
真
名
井

大
神
と
称
さ
れ
て
い
る
。
湯
殿
山
が
三
山
に

組
み
込
ま
れ
た
の
は
戦
国
末
期
こ
ろ
と
推
定

さ
れ
て
お
り
、
三
山
の
な
か
で
は
も
っ
と
も

新
し
い
が
、
近
世
に
な
る
と
総
奥
院
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
広
範
な
地
域
か
ら
の
信
仰
を
集

め
て
い
た
と
い
う
。
わ
た
し
た
ち
が
見
て
き

た
湯
殿
川
流
域
に
立
つ
２
基
の
三
山
供
養

塔
。
そ
の
正
面
中
央
に
「
正
保
十
年
（
１
６

５
３
年
）
十
一
月
一
日
立
」「
湯
殿
山
供
養

塔
」
と
あ
っ
た
こ
と
に
も
頷
く
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
、
こ
の
湯
殿
と
い
う
地
名
は
、
こ

の
地
を
流
れ
る
川
の
名
に
ま
で
定
着
し
た

が
、
地
域
の
な
か
の
特
定
の
場
所
を
指
示
す

る
地
名
と
は
な
ら
ず
、
川
の
名
と
し
て
の
み

生
き
つ
づ
け
て
い
る
。

　

湯
殿
川
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
支
流
に
、
兵

衛
川
が
あ
る
。
片
倉
城
跡
の
丘
の
麓
か
ら
南

に
分
け
入
り
、
あ
の
出
羽
三
山
供
養
塔
が

立
っ
て
い
た
七
国
峠
の
一
帯
を
水
源
と
し
て

い
た
美
し
い
流
れ
だ
っ
た
が
、
今
は
市
街
地

の
な
か
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
名
残

り
の
小
さ
な
流
れ
を
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
の
車
窓

か
ら
わ
ず
か
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

八
王
子
市
内
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞

は
、
１
人
が
頭
に
獅
子
頭
を
被
り
、
腹
部
に

小
さ
な
太
鼓
を
つ
け
て
３
人
で
舞
う
。
こ
う

し
た
形
式
の
獅
子
舞
は
東
日
本
に
主
に
分
布

し
、
近
辺
で
は
西
多
摩
か
ら
八
王
子
市
、
相

模
原
市
に
か
け
て
多
く
分
布
す
る
。
旧
横
山

村
に
は
八
王
子
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
狭
間
（
は
さ
ま
）
の
獅
子
舞
」
が
あ
る
。

　

狭
間
の
獅
子
舞
は
、
現
在
は
狭
間
町
の
御

嶽
神
社
の
祭
礼
で
奉
納
さ
れ
る
。
伝
承
に
よ

る
と
、
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
に
八
王
子

城
主
北
条
氏
照
の
所
有
し
て
い
た
獅
子
を
、

狭
間
で
拝
領
し
た
と
伝
わ
る
。
の
ち
に
、
獅

子
舞
に
加
え
て
天
然
理
心
流
の
棒
術
が
行
わ

れ
た
。
獅
子
は
大
獅
子
・
中
獅
子
・
雌
獅
子

の
３
頭
で
、
単
衣
、
切
袴
に
手
に
は
手
甲
、

足
は
草
鞋
履
き
、
腹
部
に
太
鼓
を
つ
け
る
。

棒
術
、
花
笠
、
花
笠
の
付
添
、
軍
配
、
う
ち

わ
、
法
螺
貝
、
笛
、
唄
い
方
か
ら
構
成
さ

れ
、
軍
配
も
古
く
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
貴

重
で
あ
る
。

　

狭
間
は
、
そ
の
名
の
通
り
江
戸
時
代
は
上

椚
田
村
に
接
し
た
下
椚
田
村
に
あ
り
、
狭
間

の
集
落
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
上
椚
田
村
と

下
椚
田
村
と
は
１
つ
の
村
で
、
伝
承
で
は
上

椚
田
村
の
氷
川
神
社
（
市
内
高
尾
町
）
は
、

古
く
は
狭
間
の
尾
花
と
い
う
所
の
椚
の
坂
に

鎮
座
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
狭
間
の
獅
子
舞
が
氷
川
神
社
に
奉
納
さ

れ
て
い
た
理
由
が
理
解
で
き
る
。

　

江
戸
時
代
、
氷
川
神
社
の
祭
礼
に
は
上
椚

田
村
の
名
主
が
狭
間
に
依
頼
し
、
獅
子
舞
を

奉
納
し
て
い
た
。
獅
子
舞
は
村
の
公
的
な
神

事
で
あ
っ
た
。
石
川
家
に
伝
わ
る
「
石
川
日

記
」
の
享
保
21
年
（
１
７
３
６
）
８
月
１
日

に
、「
獅
子
見
物
」
と
あ
る
。
２
８
３
年
前

の
記
録
で
あ
る
。
明
治
初
年
ま
で
氷
川
神
社

に
は
狭
間
の
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

狭
間
の
獅
子
舞
保
存
会
に
伝
わ
る
『
獅
子
指

南
書
』
に
、
明
治
12
年
（
１
８
７
９
）
の
日

付
で
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
御

一
新
に
付
一
村
一
社
を
申
し
付
け
ら
れ
候
に

つ
き
、
明
治
五
年
申
年
九
月
よ
り
村
社
御
嶽

大
神
に
て
相
勤
め
申
し
候
也
」
と
あ
る
。
明

治
４
年
（
１
８
７
１
）
に
戸
籍
法
の
施
行
と

と
も
に
規
則
が
発
布
さ
れ
、
下
椚
田
村
狭
間

の
住
民
は
地
域
内
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
氏
子

と
な
っ
た
。
１
つ
の
村
に
１
つ
の
神
社
と
い

う
新
し
い
考
え
の
も
と
、
狭
間
の
獅
子
舞
は

氷
川
神
社
と
離
れ
、
氷
川
神
社
に
は
旧
上
椚

田
村
の
原
に
「
氷
川
神
社
の
獅
子
舞
」
が
誕

生
し
、
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
に
な
っ
て
、
芸

そ
の
も
の
や
担
い
手
が
変
化
し
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
行
政
や
宗
教
制
度
の
変
革
で
、
地

域
の
人
々
は
奉
納
の
場
を
変
化
さ
せ
る
な

ど
、
大
き
く
動
い
て
獅
子
舞
を
今
日
に
伝
承

し
て
い
る
。

▲狭間の獅子舞（2019年８月17日宵宮にて）

▲

湯
殿
川
の
原
風
景
―
館
町
和
田
に
て

（
１
９
８
１
年
10
月
17
日
）
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私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
八
王
子

で
、
多
摩
っ
子
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
実
家
は
小
門
町
に
あ
り
ま

し
た
。

　

第
七
国
民
学
校
で
の
初
め
て
の

夏
休
み
。
日
本
の
敗
戦
が
色
濃
く

な
り
、
私
と
母
、
そ
れ
に
兄
の
３

人
で
母
の
実
家
へ
避
難
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
数
日
で
我
が
家
へ

戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
や
兄

が
、
家
に
置
い
て
き
た
飼
い
犬
の

ポ
チ
を
心
配
し
た
か
ら
で

す
。
帰
宅
し
た
の
は
、
昭

和
20
年
８
月
１
日
の
夕
方

の
こ
と
で
し
た
。

　

１
日
の
夜
、
突
然
空
襲

警
報
が
鳴
り
響
き
ま
し

た
。
父
を
家
に
残
し
、
ポ

チ
も
含
め
て
家
の
者
は
リ

ヤ
カ
ー
を
押
し
て
必
死
に
避
難
し

ま
し
た
。
警
報
は
間
も
な
く
解

除
。
家
に
戻
っ
て
２
時
間
ほ
ど
し

て
、
再
び
空
襲
警
報
が
！

　

そ
の
と
き
は
す
で
に
八
王
子
駅

付
近
は
紅
蓮
の
炎
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
Ｂ
29
の
空
爆
、
Ｐ
51
の

機
銃
掃
射
、
照
明
弾
で
照
ら
さ
れ

た
市
街
地
、
黒
い
油
の
雨
…
…
。

と
に
か
く
逃
げ
る
の
に
必
死
で
、

私
た
ち
は
ポ
チ
を
連
れ
出
す
の
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

命
か
ら
が
ら
で
一
夜
を
過
ご
し

た
私
た
ち
は
、
翌
朝
、
地
獄
の
よ

う
な
情
景
を
目
撃
し
ま
し
た
。
家

に
帰
る
途
中
に
は
、
機
銃
掃
射
を

受
け
た
母
子
や
焼
夷
弾
が
直
撃
し

た
前
市
長
の
死
体
な
ど
が
転
が

り
、
自
宅
周
辺
は
見
渡
す
限
り
の

焼
け
野
原
。
私
た
ち
は
た
だ
呆
然

と
立
ち
尽
く
す
の
み
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
掘
建
小
屋
で
の
生

活
で
す
。
カ
エ
ル
や
ヘ
ビ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
蔓
ま
で
食
べ
る
ほ
ど
の

食
糧
難
が
続
き
ま
し
た
。
寺
に
集

め
ら
れ
た
遺
体
を
確
認
す
る
情
景

は
い
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
ポ
チ
の

死
で
す
。

　

両
親
は
生
前
、「
こ
の
悲
惨
極

ま
り
な
い
出
来
事
を
大
人
に
な
っ

た
ら
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
し
な
さ

い
」
と
、
遺
言
で
で
も
あ
る
か
の

よ
う
に
繰
り
返
し
ま
し
た
。
定
年

後
、
八
王
子
市
内
を
散
策
す
る
中

で
、
戦
跡
の
秘
話
や
歴
史
的
な
こ

ぼ
れ
話
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

残
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
私
の
体
験
談
も
ま
た
、
伝
え

て
い
く
べ
き
秘
話
で
あ
ろ
う
と
考

え
、
執
筆
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

　

文
章
は
で
き
る
だ
け
優
し
い
調

子
に
し
て
、
中
高
生
に
も
分
か
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
難
し
い

用
語
に
は
ル
ビ
を
振
り
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
で
解
説
も
付
し
て
あ
り
ま

す
。
１
人
で
も
多
く
の
市
民
に
八

王
子
空
襲
の
悲
劇
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
同
じ
惨
禍
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
と
心
か
ら
願
う

ば
か
り
で
す
。	

（
著
者
記
）

私
の

本
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
　
其
の
四
十
三

こ
れ
ま
で
八
王
子
空
襲
を
記
録
し
た
書
籍
は
多
数
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
井
忠
明
さ
ん
の
本
書
が
そ
れ
ら
と
一

線
を
画
す
の
は
、
空
襲
前
後
の
何
気
な
い
日
常
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。
空

襲
は
な
ぜ
悲
惨
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
人
々
が
大
勢
死
に
、
傷
つ
く
か
ら
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
常
が
破
壊

さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
覆
し
よ
う
の
な
い
事
実
を
、
こ
こ
ま
で
徹
底
し
て
強
調
し
た
著
作

は
珍
し
い
で
し
ょ
う
。
日
常
の
か
け
が
え
の
な
さ
を
再
確
認
す
る
意
味
で
も
、
ご
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

定
価
１
２
０
０
円
＋
税　

揺
籃
社
刊

Ａ
５
判
・
４
１
２
Ｐ
＋
口
絵
８
Ｐ

※
本
書
を
お
求
め
の
際
は
、
お
近
く
の
書

店
か
当
誌
編
集
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

『
ポ
チ
と
タ
ー
坊
と
焼
夷
弾

 

―
八
王
子
空
襲
体
験
記
』

『
ポ
チ
と
タ
ー
坊
と
焼
夷
弾
―
八
王
子
空
襲
体
験
記
』　
石
井
忠
明
　
著



13

─八王子の自費出版本を紹介─

次号
予告

わがまち八王子探訪シリーズ「小宮」（仮）
次号は八王子市といち早く合併した「小宮」地域。南北を貫く八高線沿線にあ
る北八王子工業団地には大工場や倉庫が建ち並び、大規模な宅地開発も進んで
います。その一方で、小宮公園や歴史的な社寺などの見どころも盛りだくさ
ん。小宮地域の新旧さまざまな姿をご紹介します。情報募集中！

第44号（新風号）は
１月１日発行予定

「はちとぴ」の置いてあるところ
「はちとぴ」は10,000部を発行、
右記の場所にて配布いたします。
八王子市民にアピールしたい商
品やサービスの広告にピッタリ。
是非、協賛ください。

広告募集中！

お客さんとのコミュニケーショ
ンツールにしたり、待ち時間の
合間に雑誌感覚で読んでもらっ
たりと、利用方法はさまざま。
「はちとぴ」を新サービスとし
てご活用ください。

提携店募集中！

 公共施設

八王子観光コンベンション協会
八王子商工会議所
八王子市郷土資料館
八王子市中央図書館
八王子市川口図書館
八王子市南大沢図書館
八王子市生涯学習センター図書館
八王子市絹の道資料館
八王子市役所産業振興部
八王子市役所スポーツ振興課
道の駅「八王子滝山」
サイエンスドーム八王子
八王子クリエイトホール
八王子市学園都市センター
八王子市市民活動支援センター
八王子市子ども家庭支援センター
八王子市芸術文化会館いちょうホール
八王子市教育センター
八王子市南大沢事務所
八王子市南大沢文化会館
八王子市生涯学習センター　南大沢分室
八王子セミナーハウス
長池公園自然館
高尾山599ミュージアム
夕やけ小やけふれあいの里
市内各市民センター　　　　　　　　等

 お店・企業・学校

アート八王子
アクサ生命
㈲赤坂商店
御菓子司　旭苑
吾妻寿し
アメニティーライフ八王子
㈲荒物加島屋
一刻芸術会館
小俣ダンススタジオ
café de la poste
cafe rin
金子商店
ギャラリー・スペースことのは
京晴㈱
くまざわ書店
くまざわ書店西八王子店
㈱クラブＳ保険サービス
グループホームびおら
敬愛保育園
啓文堂高尾店
工学院大学
小谷野紙店
㈲埼玉屋本店
和食　坂福
坂本クリニック・坂本医院
ＪＡ八王子ふれあい市場

シミズパーク24
首都大学東京
Tea&Pasta July July
スマイルこどもクリニック
㈱スリーボンド
せいがの森保育園
セブンイレブン八王子北口店
創価大学
高尾の森わくわくビレッジ
拓殖大学
そば・うどん　玉川亭
たましん散田店
多摩美術大学
中央大学
東京家政学院大学
東京工科大学
東京工業高等専門学校
東京純心大学
東京造形大学
東京薬科大学
とみりえ
中野屋商店
㈲中村自動車
㈱日住
ねずみのこと
ハーモニーネット
はちねこ！カフェ
八王子エルシィ

八王子学園八王子高等学校
八王子自動車学校
八王子市役所売店「はっち」
八王子消化器病院
㈱富士屋
ふもとや
Coffee Bricks
㈱フロリストシマダ
ベネック
法政大学
まつおか書房
松姫本店
㈲峰尾豆腐店
みやま大樹の苑
㈱山六
有隣堂CELEO八王子店
ヨセタニ写植　　　　　　　等

 その他団体など

サイバーシルクロード八王子
センター八王子
八王子法人会
八王子市医師会
八王子市職員等事業本部
八王子自治研究センター
八王子センター元気
八王子いちょう祭り祭典委員会
墨のアトリエ墨童舎　　　　等

お問い合わせはこちら
揺籃社（清水工房内）
はちとぴ編集部
TEL（620）2615
FAX（620）2616
E-mail info@simizukobo.com

以
前
、
本
誌
41
号
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
メ
カ
イ
と
は
里
山
に
自
生
す
る
シ
ノ
を
材
料
と
し

て
六
つ
編
み
に
し
た
目
の
粗
い
ザ
ル
や
カ
ゴ
の
総
称
の
こ
と
。
か
つ
て
は
南
多
摩
地
域
に
お
け
る

特
産
品
で
し
た
。
現
在
、
市
内
堀
之
内
で
循
環
型
農
業
に
取
り
組
む
里
山
農
業
ク
ラ
ブ
は
、
里
山

を
荒
ら
す
シ
ノ
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
こ
の
メ
カ
イ
作
り
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
本
書
は
地
元

の
古
老
か
ら
学
ん
だ
メ
カ
イ
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
た
も
の
。
放
っ
て
お
い
て
は
失
わ
れ

て
い
っ
て
し
ま
う
昔
な
が
ら
の
営
み
を
、
庶
民
が
使
っ
て
き
た
〝
モ
ノ
〟
を
通
し
て
受
け
継
ぐ
１

冊
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

関
東
大
震
災
を
乗
り
越
え
た
古
い
箪
笥
。
著
者
は
、
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
父
親
の
手
記
を
読
み
進

め
た
こ
と
で
そ
の
半
生
を
知
り
、
記
録
を
執
筆
し
て
い
た
父
の
記
憶
も
蘇
ら
せ
ま
す
。
父
親
の
生

誕
地
で
あ
る
渋
谷
か
ら
、
芝
、
日
比
谷
公
園
、
同
潤
会
住
宅
、
静
岡
、
神
戸
、
大
阪
、
徳
島
…
…

と
巡
る
記
述
の
中
に
は
、
息
子
で
あ
る
著
者
の
解
説
と
と
も
に
関
東
大
震
災
や
太
平
洋
戦
争
な
ど

の
事
象
も
触
れ
ら
れ
て
い
て
、
一
個
人
の
歴
史
が
社
会
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
人
生
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
、

く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

※
本
書
を
お
求
め
の
際
は
、
お
近
く
の
書
店
で
ご
注
文
い
た

だ
く
か
、
当
誌
編
集
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

父
に
学
ん
だ
近
代
日
本
史

―
永
瀬
宏
一
の
自
伝
を
紐
解
く

永
瀬
一
哉
・
著

★
揺
籃
社
・
発
行　

定
価
１
８
０
０
円
＋
税

★
Ａ
５
判
・
２
６
２
ペ
ー
ジ

里
山
農
業
ク
ラ
ブ
メ
カ
イ
保
存
普
及
会
・
発
行

★
私
家
版

★
Ａ
４
判
・
50
ペ
ー
ジ

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
自
費
出
版
本
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
て
ほ
し
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
を
。

※
本
書
は
私
家
版
で
す
。
詳
細
は
当
誌
編
集
部
ま
で
。

　

発
行
元
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

メ
カ
イ
の
作
り
方




